
回答状況 回答日 回答資料 回答

会合 1 2016/2/25
組合せの目安となるＳＡの継続時間に見込まれてい
る保守性について説明すること

今回回答 2016/8/30 資料3-2

荷重組合せの検討手順において、保
守性を見込んだＳＡ施設共通のスク
リーニング基準を設定することで保守
性を確保していることをご説明させて
頂きます。

会合 2 2016/2/25
格納容器内の温度・圧力を速やかに低減することの
可否を含め，運転状態V(LL)について改めて説明す
ること

今回回答 2016/8/30 資料3-2

当社ABWRプラントの格納容器の特性
上，格納容器内の温度を低下させる
ことは難しいが，実測値に基づく海水
温度条件を設定すると，温度を通常
運転温度に低下させることは可能と考
えます。
しかしながら，SA時のサプレッション・
プール水位上昇等を考慮し，荷重組
合せに運転状態Ⅴ(LL)の考え方を適
用することの妥当性についてご説明さ
せて頂きます。

会合 3 2016/2/25
荷重の組合せにおけるシナリオの選定理由につい
て，発生確率と影響度合いを考慮した上で，妥当性
を説明すること

今回回答 2016/8/30 資料3-2

RPV破損シナリオの発生確率が10-8
年未満となること等を考慮し，格納容
器過圧・過温破損シナリオを荷重組合
せのシナリオとして選定していることを
ご説明させて頂きます。
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